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巡回展 「キモかわすごい！海の骨なしどうぶつの世界」 実施報告書 

 

記入日：令和 7年 6月 26日 

 

館名・団体名  仙台市科学館 

部署・担当者氏名  事業係 菅原 豪紀 

 

１．開催概要 

開催期間 

令和 ７ 年 ４ 月 ５ 日（ 土 ） ～ 令和 ７ 年 ６ 月 ２２ 日（ 日 ） 

開催日数： ６７ 日（休館日を除いた日数をご記入ください） 

展示会場広さ （展示会場平面図があれば、別途添付してください） 

約  ３０  ㎡ 

開催の様子 （写真）  
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※頁数が増えてもかまいません 

※関連イベントを実施した場合は、実施の様子の写真も入れてください。 
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２．開催にあたって 

開催までのながれ （設営・撤去における対応スタッフ数） 

  令和 7年 4月 2日 展示物搬入 

令和 7年 4月 3日 ～ 令和 7年 4月 4日 設営（ ６ 人） 

令和 7年 4月 5日 ～ 令和 7年 6月 22日 開催 

令和 7年 6月 24日 ～ 令和 7年 6月 24日 撤去（ ２ 人） 

令和 7年 6月 24日   展示物搬出 

内容および運営上の工夫があればご記入ください 

 

・来館者の興味を惹くため、展示スペースの外に設置してある大型モニターで、系統樹等の投

影用スライドを常時上映することにした。 

・展示スペースの空白を利用し、当館所有の貝標本も併せて展示をした。 

・５月５日のこどもの日には、関連イベントとして当巡回展の監修者である並河様にご来館いた

だき、講演会を行っていただいた。 

 

展示物に対する来場者の反応はどうでしたか 

・普段あまり注目されない「骨なしどうぶつ」について、その生態や日常生活との関わりを非常

に興味深そうに観覧していた。 

・子どもたちは「かわいい・面白い」という感覚で観覧しており、ワークシートも好評で何度も増刷

をした。 

・じっくり長時間見ていただいている大人の方の姿もあり、幅広い世代の方々に楽しんでいただ

けていた。 

・宮城では食材としてなじみのあるホヤを、標本として見ることを珍しそうにしていた。 

 

３．広報について 

広報方法（チラシ等のデータがあれば、別途添付してください） 

・国立科学博物館のポスターテンプレートをもとに、広報用ポスターを館で作成し館内に掲示。 

・館のホームページおよび公式 Xで広報を行った。 

・市政だよりやラジオ等で開催概要等の広報を行った。 

 

 

 

 

 

＊この報告書やチラシ、写真は国立科学博物館の webにて紹介させていただきます。  




